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2012年3月23日 ��IfｹXywU$2�・東京南RC歓迎例会（第2614回例会） 

開会点鐘

ソング　　手に手つないで

ビジタ“紹介　台北芙蓉RC（ウマコ様　ジョーウォン様）

東京南RC（手貝様　アンドリュ・ウォン様）

宮古束RC（山崎秀男様）

本日の行事　◎台北芙蓉RC・東京南RC　歓迎例会

出席報告　　吉田栄華会員　2月中の出席率78．4％

会員数 偬��瑛h��)�B�出席数 偬��越b�鋪酪 

29 ���18 田(�C��2�86，2％ 

台北芙蓉RC様、東京南RC様

宮古地区の復興を心からお祈り申し上げ
ます。

三浦会員　台北芙蓉RC、東京南RCをお迎えして。

金野会員　和船、コンプレッサー　ありがとうござ
いました。

佐々木（順）会員　台北芙蓉RC様と東京南RC様を招いて。

堀田会員　東京南RC、台北芙蓉RCをお迎えして。

特に今回の大震災に当り、世界の中でも

ダントツの200億ドルの支援を頂いた台

湾の皆様に感謝して。

佐々木（敏）会員　本日は教育委員会定例会が13時30分から

あるので早退します。

坂下会員　早退します。

阪束会員　早退します。

i例会の移動i
3月30日の例会はI・M（3／24）へ移動例会となります。

i会報の着信i
宮古RC会報　第2608－2611回

その他の報告事項
1、ガバナー　菅原一博

●地区大会「友愛の広場」奉仕活動の展示について

提出期限及び提出方法の変更のお知らせ
2、復興支援特別委員会　委員長　楢山直樹

●弔慰金御送付の件

古舘和男様　　（10万円）

古舘ミツ様　　（5万円）

古館邦子様　　（5万円）

三浦昌子様　　（5万円）

3、地区ローターアクト委員長　　門馬光一

●2011－2012年度　国際ロータリー第2520地区ロー

ターアクト

第36回地区年次大会開催についての本登録のご案内

日　時　　2012年5月12日（土）14：45～

場　所　　エポカ21

4、米山梅吉記念館

●春季例祭

日　時　　平成24年4月28日（土）14時～

場　所　　米山梅吉記念館ホール

●館報　　春号

5、岩手県立宮古水産高等学校長

●平成24年度入学式について（御案内）

日　時　　平成24年4月6日（金）午前10時　間式

場　所　　本校第一体育館

6、社会福祉法人　盛岡いのちの電話　理事長　金澤弘幸

●広報　91号
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東日本大震災のあの3．11以来、国内外のロータリークラ
ブからたくさんのご支援の手が差し延べられました。とり
わけ今回の宮古水産高校への和船に関するお話は本日
のため台湾より見えられた台北芙蓉ロータリークラブを
はじめとする、台湾在中のロータリークラブと香港のロー
タリークラブが中心として、ここにおられるDr．Andyと東

京南ロータリークラブの皆さんの厚いご支援によるものと
理解しております。私どもがロータリークラブとして地域
の復興に関わった第1号でございます。

当クラブと宮古水産高校とは私が宮古西ロータリー
クラブ時代に、インターアクトクラブの提唱に駆け回った
ときからのつながりでございまして、その時、主に間に立

たれて設立にご尽力のあった先生で現在東京海洋大学
の准教授であります佐々木剛先生とDr．Andyとのつながり

から始まったこととお聞きしております。もちろん金野校
長が当クラブの会員であったことが、一番のつながりか
もしれません。混乱の中にありましたので当クラブが積極

的にお手伝いできなかったことが残念に思っております
が、大震災以来、地区内や姉妹あるいは友好ロータリーク
ラブだけではない、国内外から寄せられた支援の輪の広
がりを見て、滞在していた、あるいは忘れていた、ロータ
リーの強い絆を感じております。ロータリークラブの会長
という立場を少し引いて考えますと、今回はまさに人と人
との強い心の絆に支えられて今日の世界があるのだなと、
不幸中ではありましたが、そのことに気づかされたこと
ば人生の中で貴重な体験であったと思っております。そ
ういう意味でもこの度は本当にありがとうございました。
次に、会員の皆さんへですが、明日あの3．11の翌日予定

されて中止せざるを得なかったIMが2年ぶりに休暇村で

開催されます。私どもよりひどい被害を受けられた、釜石
地区、大槌、山田の皆さんと再会できる良い機会です。今
日のことをはじめ当クラブが地域の復興に関わった事業
についてご報告するつもりでございます。また。明後日の

日曜日には姉妹クラブの浦和南ロータリークラブの35周
年に会長幹事をはじめ、はまきく会会長の和山さん、数名
ですが行ってまいります。お祝いというよりはお礼の旅行
となると思います。近くですので翌日。友好クラブの春
日部南ロータリークラブにも強引に押しかけることにいた
しました。年度末の忙しいときではございますが、同行さ
れる会員の皆さん体調を整えて行ってまいりましょう。ご

報告は次の例会が明日のIMへ移動となりますので、4
月に入ってからになります。

こんにちは。まず昨年の東日本大震災の犠牲者の皆様
に対して深くお悔やみを申し上げます。台北では1992年
ロータリーができました。レディークラブが3つあり、
ローターアクトが1つでございます。最初の設立は女性だ

けで4つの役割がありました。色々教育されました。創立

時の会長は全世界120数カ国を回ってメークアップをした
そうです。いろいろと国際的な付き合いを台湾をはじめ日
本、香港と一生懸命がんばっています。台北芙蓉クラブ
例会が金曜日のお昼とです。（宮古クラブ様と一緒です。）
例会は台北ローヤルホテルにて行っております。もし、台
北へお越しの際には是非お寄り下さい。そして台北も日本
もがんばっていきましょう。

東日本大震災に対してお悔やみを申し上げます。そし
て、1日も早く復興することを心より願っております。

先ほど　水産高等学校におきまして、和船とダイビン
グ実習用のコンプレッサーの寄贈式及び進水式に出席し
て参りました。最初、和船のプロジェクトの企画を立ち上

げ　きっかけを作ってくれたのは私どもの会員のアンド
リュー・ウォンさんでした。
水産高校の金野校長とお知り合いになり、この和船の

プロジェクトを立ち上げた次第です。金額の張るものです
ので当クラブだけでは到底成し遂げることができないの
で台北芙蓉クラブさんにお願いをして日本、台湾、香港3
国のマッチング　グラントとしまして昨年6月ぐらいから
立ち上げました。特に台湾の芙蓉ロータリークラブの皆さ
んには絶大なる支援をいただきました。この支援なしには
このプロジェクトは出来なかったと思います。私どもロー

タリーは皆様と一緒に「困った人がいたら手を差し延べ
る」というのがロータリー一人一人の気持ちですから…

金野先生から「どうか子供たちのために寄贈してほし
い」という思いを深く受け止めまして本日までやってきま
した。生徒たちが沿岸漁業の復興の担い手になると強く
思って今日の寄贈式を迎えることが出来たことに私たち
一同は感激しております。

もう一つはダイビング実習用のコンプレッサーを生徒
たちが海に潜って海洋の調査をする、養殖のわかめ、昆
布、牡蝿などの調査をするという事を伺いまして、これは
東京南ロータリークラブで何とか頑張って支援を申し上
げようということでこれも今日寄贈することができまし
た。本当にうれしく思います。

この間、朝刊をみておりましたら（東京読売新聞）宮古

水産高校の活躍ぶりが掲載されておりました。内容は震
災によってガレキが海を越えてアメリカに到達して、ハワ
イを通過して大きな影響を及ぼしていりという事で　日米
で調査を始めたそうです。その調査団の中に水産高校生
諸君も参加して活躍をされたという記事でございました。
私どももとてもうれしく思いまして是非宮古ロータリーク
ラブの方々にも読んで頂きたいと思いましてコピーです
が持ってまいりました。是非ご覧下さい。

そのような訳でこの復興に関しましてはまだまだ継続
して支援をしていきたいと思っております。ご清聴ありが
とうございました。

こんにちは。私はもっともっとたくさんの仕事をしたい
です。これからは台湾、香港だけでなく活動を高めていき

たいです。

私たちも元気を頂ました。現在進行中であります水産
高校へのバスを贈る件は日本委員会に申請できましたの
でもう少しお待ち願いたいと思います。

今日は本当にありがとうございました。


